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内閣府HP 科学技術政策 Society 5.0

サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間を融合させた人間中心の社会



ヒトという生物が
ウェルビーイングを高めて
生きるために必要なこと





生物としてのヒトが育つための条件

ヒトは社会的動物である

生存に不可欠な
「アタッチメント（愛着）」



ヒトという生物が
安心・自己肯定感をもちながら
生きていくために必要なこと

いざというときに
「いつでもくっつける誰か」がいること



ヒトは身体をもつほ乳類動物である

 ヒトは，他者との「密・接触」を基本とする
社会的環境のなかで生存，進化してきた生物

 生物として生存するための根幹
アタッチメント（社会的絆）形成

（１）ヒトを含む哺乳類動物は，養育個体との身体接触なしには
         生存できない

（２）乳幼児期の脳の発達には，他個体との身体接触という経験
        が不可欠

（３）乳幼児期の環境経験は，その後の脳と心の発達に直接的に
         影響する
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アロスタシス：脳が身体内部状態の崩れを予測的に調節させる
ための動的な適応システム

哺乳類動物であるヒトは「共制御」により
アロスタシスを発達させる生物である



「身体感覚」 アタッチメント形成の土台

統一的で一貫性のある「最低限の自己（Self）」を形成する３つの感覚

- 外受容感覚 （身体外部の知覚）
視・聴・味・嗅・触覚

- 自己受容感覚 （身体―環境の行為で生じる体感）
筋・関節の運動感覚・前庭器官の平衡感覚

- 内受容感覚（身体内部の感覚）
内臓感覚



胎児期
からの
身体接触
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統 合

内臓に生じる
「心地よい」感覚

心地よい身体内部感覚と「同時に」
感じる身体の外側から入力される刺激 連合学習

他者は「心地よさ」をもたらしてくれるという記憶 
他者と円滑に関係を築いていくための土台
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ヒトの脳が成熟するまでには25年以上かかる

Giedd  (2015)

成熟 …  刈り込みが進む（灰白質の厚みが減る）
長距離繊維ネットワークが顕著に連合





ヒトの脳が成熟するまでには25年以上かかる

Gogtay, N. et al.  Dynamic mapping of human cortical development during 
childhood through early adulthood, PNAS, 101, 8174–8179 (2004)
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青～紫色になるほど
脳が成熟している

しかし，生殖機能は早期に成熟を迎える
ヒトの養育に関わる身体と脳，心の発達にギャップ



複数の幼い子どもの面倒を同時にみるヒトの生存戦略
 -  野生チンパンジー（大型類人猿）は、
６-８年間隔 （現代人よりずっと長い）
ひとりを時間をかけて育てあげてから次子を出産

 - ヒトは自立までにさらに時間がかかる
まだ子どもが幼いにもかかわらず、次子を出産する

ヒトは「共同養育」という形態により進化してきた生物

他者（血縁・非血縁）と養育するヒト



ヒトは「共同養育」により生存，進化してきた

   - ヒトの脳の成熟には長い時間（25年）が必要
   - 出産可能となる性成熟は,それより10年も早い

- 集団社会の中で 親としての脳と心はゆっくりと発達する

母親のみに負担が集中する子育てはヒトにとって不自然

ヒトは 環境の影響を受けながら
長い時間をかけて 脳を発達させる 生物



共同養育の崩壊と母親への育児負担

生物としてのヒトが進化の過程で
獲得してきた育児形質

「共同養育」の崩壊
育児負担感・ストレス増大ヒトの共同養育の崩壊 親として必要な

脳と心の成熟困難

子育てに必要となる脳と心を社会で育む「現代版・共同養育」の仕組みづくりが必要



0-4歳の子どもを養育中の
心身疾患のない
日本人女性のうち

育児ストレスリスク
あるいはうつリスク

の対象者

  23.63％
（347名中82名）

*2020-2021年に計測



共同養育の崩壊と母親への育児負担

生物としてのヒトが進化の過程で
獲得してきた育児形質

「共同養育」の崩壊
育児負担感・ストレス増大ヒトの共同養育の崩壊 親として必要な

脳と心の成熟困難

子育てに必要となる脳と心を社会で育む「現代版・共同養育」の仕組みづくりが必要

「母性」の発達？



情動的処理（第一養育者で顕著）
子どもの心の状態に
「無意識・反射的」に
「すばやく・敏感」に
反応する

メンタライジング
子どもが置かれている状況や
心の状態を「意識的・客観的」に
判断し，どのような養育行動を
とるべきかを「論理的に推論」する

「親性脳」
Abraham et al. (2014)

育児に関する情報処理に関連する中枢神経系ネットワーク



子育てに必要となる脳や心は
経験によって育まれるもの

そこに生物学的性差はない



子どもが育つ，親も育つ

ヒトが育つために必要となる
脳のはたらきと心（親性）は
社会のなかで育まれるべきもの

ヒトの育ちを科学の視点で理解する
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